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●大津市萱野浦24-50-15●TEL：077-545-3998
●営業時間：10：30～22：00（ランチタイム10：30～14：30）
●定休日：不定休●E-mail：lu-coleca＠lechico.com

ｚａｋｋａ+ｃａｆｅＬｅＬｕ̈ｃｏｌｅｃａ

●甲賀市信楽町勅旨（陶芸の森入り口）
●TEL：0748-83-0359
●開館時間：9：00～17：00
●入館料：350円●年中無休●駐車場あり
●E-mail：info＠marukatsu.com

1967（昭和42）年生まれ。関西
大学卒。

1956（昭和31）年創業。1969（昭和
44）年（有）富士住建設立。1996
（平成８）年(株）フジサワ建設に
社名変更。一般建築から商業
施設など幅広い分野の建築を
扱う。地域に役立つ企業を目
指し、お客様第一主義による
「提案型」経営を心がけている。

から

http://lechico.com/lu-coleca/

ね

http://www.marukatsu.com/annai/index.htm

瀬田川のほとりにある「Ｌｕ̈ｃｏｌｅｃａ」は、雑

貨店にカフェが併設された落ち着いた雰囲

気の店。おしゃれな店内でいただく野菜たっ

ぷりのメニューが人気。

今回ご紹介するのは次の３品。

【まぐろとアボカドのスイートチリごはん】
（930円・ランチタイムのみドリンク付き）
【10品目のサラダ】（180円）
【しょうが風味のかぼちゃスープ】（180円）

バターライスの上にはシャキシャキの水菜と

マグロのたたき、それ

にアボカドがたっぷり。

自家製のスイートチリ

ソースとわさびマヨ

ネーズが絡んでとって

もおいしい！

まろやかなかぼちゃ

のポタージュは生姜

がアクセントになってさっぱりといただける。家

庭ではなかなか味わえないメニューに大満足。

ほかにもベーグルサンドボックス（780円～）

など人気メニューが盛りだくさん。

「Ｌｕ̈ｃｏｌｅｃａ」は戸津拓也さんと池田ひとみ

さんが、雑貨を見にきたお客さんがくつろ

げるようにと始めた店。

雑貨コーナーをのぞきに来たり、ランチを

楽しみに足を運んだり、毎日訪れるリピー

ターもいる。

「瀬田川が眺められるロ

ケーションでほっこりでき

る空間をお楽しみ下さい」

と戸津さん。ランチも雑

貨も楽しもう。（取材・大西）

２年ほどホテルの支配人を経験した後、

27歳の私は父が経営する(株)富士住建に

入社し、取締役営業部長として働いた。

営業社員と一緒に得意先を回ったり、上

司から収支など経営の数字について教わっ

たりした。父は「見て学べ」というタイプで、

さまざまな商談の場に連れて行って経験

を積ませてくれた。その中で父の経営者

としての判断力には驚かされた。

1996（平成８）年に(株)富士住建は総合建設

業であることをアピールするために株式

会社フジサワ建設へと社名変更し、現在

までの成長の基礎であった宅地開発や住

宅建築を武器に一般建築や土木などの事

業をさらに強化した。私は部長から常務

そして専務になり、外交役としてさまざ

まな会合に顔を出して次期社長としての

役割を学ぶように心がけた。

そして2002（平成14）年。いよいよ35歳で

社長に就任したのだが、さすがにこの時

は重圧を感じた。役員社員一丸となって

これまで築き上げてきた事業を維持し、

さらに発展させていくことが今まで会社

を支えてくれた人々への恩返しになると

考え、一層の努力を誓った。

社長就任後、今年で５期目になるが、そ

の間にも我が社の周辺もさまざまな環境

の変化が起こっている。今後も当社の強

みである宅地開発や家賃保障付きのマ

ンション、更にはリフォーム事業を通して、

お客様を満足、そして感動していただけ

るような当社独自の「提案型の経営」に力

を入れていきたいと

思っている。

また当社では２年前

から甲賀市と提携し、

「甲賀市美化活動」に

参加して会社前の市

道の清掃活動を行っ

ている。これは、企業経営を通して地域

とともに街づくりに参画するという理念と、

地域に必要とされる企業づくりの一環か

らである。

ホテル業の分野でも建設・不動産業の分

野においても、大切なのは人と人とのつ

ながりであると私は思っている。今後も

地元の活性化や、水口や甲賀市の素晴ら

しい文化や歴史や財産を生かした街づく

りなど、地域に貢献する中で事業を展開

していかなければと考える。

物心ついたときから父は仕事に忙しく、家

庭的な思い出が少ないが、今では経営者

としての父を尊敬している。父のような

業績が残せるように、これからも精一杯

チャレンジしていこうと決意している。春の近江八春の近江八幡を撮ろう
写真コンテスト作品募集

MAILosk.jim@mbx.mainichi.co.jp TEL 06-6346-8103
工事風景工事風景工事風景

戸津拓也さん（左）戸津拓也さん（左）
池田ひとみさん（右）池田ひとみさん（右）
戸津拓也さん（左）
池田ひとみさん（右）
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江戸時代の信楽焼制作風景江戸時代の信楽焼制作風景
陶板に描かれた
江戸時代の信楽焼制作風景

小西敏夫さん小西敏夫さん小西敏夫さん

近くには「陶芸の森」があ
り、多数の陶器店も集中
している。
信楽にはじめて来る人に
オススメ。

甲賀市信楽町にある（株）丸克製陶所が運営する「信楽古陶館」

は信楽焼の伝統と技を肌で感じられる博物館。鎌倉時代か

ら昭和初期までの陶器が年代順に展示されているほか、紫

香楽宮跡から出土した瓦のレプリカや奈良の大仏の頭部を

作ったとされるるつぼ（入れ物）、鎌倉

時代の広口壷、茶道具・煎茶器などさ

まざまな展示物が並ぶ。

信楽は鎌倉時代から続く陶器の産

地で「日本六古窯」の一つとし

て知られる。

副館長の小西敏夫さんは「信

楽の土は大きな作品を一気

に作り上げられるほど粘りが

あるのが特徴です。電動ロク

ロのなかった時代は、ロクロを

回す人と作る人の息がぴったり

合っていないと作品にはなりませ

んでした。ですから夫婦で陶器を作

ることが多かったんですよ」と話してくれた。

土練りの方法など昔の陶器の作り方が陶

板に描かれた絵で解説されるなど、ユ

ニークな演出も楽しい。

他にも信楽にまつわる興味深い話がた

くさん聞けるので、ぜひ小西さんの解説

付きで見学したい（３日前までに予約を）。

また館内には抹茶と和菓子でくつろげるスペースがあり、タ

ヌキをかたどった和菓子と一緒に自分で選んだ茶碗で抹茶

がいただける（1,050円。選んだ茶碗は持ち帰り可）。

近くには県立陶芸の森もある。春は陶芸に親しみに出かけ

てみよう。　　　　　（取材・高井）
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